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【課題の概要】 
本研究は、悪性リンパ腫において同定された遺伝子異常の

機能解析と分子機構の解明、生体内 CRISPR スクリーニング

による遺伝子異常の検証、CRISPR 制御部位スクリーニング

による B 細胞リンパ腫特異的 PD-L2 発現制御機構の解明、単

一細胞マルチオミクス解析の応用と微小環境の解明、ヒト検

体由来の遺伝子解析データの臨床応用を目指すものである。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
本研究は、応募者が独自に同定した遺伝子異常の生体内に

おける詳細な機能的意義と分子機構を統合的に解析するもの

で、高い独自性を有する。研究の遂行により、悪性リンパ腫

の新しい治療標的・バイオマーカーの開発につながるととも

に、遺伝子解析パネルとしての実用化により、がんゲノム医

療に貢献することが期待される。 

 


